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　新年明けましておめでとうございます。

　市民の皆さまには、夢と希望にあふれた輝かしい

新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　新市誕生に伴う昨年10月の市長選挙におきまし

て、多くの市民の皆さまから信任をいただき、市長

に就任してから初めての新年を迎えました。円滑な

市政運営と発展の基礎づくりを担う初代市長の重責

に改めて思いをいたすとともに、職務を全うすべく

日々邁
まい

進
しん

の決意をしたところです。

　さて、昨年は全国で1,091の市町村が合併し、

307の市町村が誕生したそうです。本市の合併も

この中の一つですが、申すまでもなく、合併はそ

れ自体が目的ではなく、まちづくりの手段であるこ

とを踏まえますと、今後、新しく誕生した市町村が

それぞれ英知を結集し、地域資源等を最大限に活用

しつつ、全国各地でまちづくり競争を繰り広げてい

くわけです。

　近年、地方自治を取り巻く環境は、少子高齢社会

や地方分権社会への対応など、これまで経験したこ

とのないものへと変化してまいりました。行政サー

ビスの面では、慢性的とも言える財源不足の中で、

多種多様できめ細かなサービスが求められていると

ころであり、これからはまさに「地域の経営力」が

問われる時代となりました。

市長市長
　　新年のご　　新年のごあいさつあいさつ
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　私は、地域の経営力、言い換えれば、自治力を高

めていくためには、行政と議会、そして市民の三者

による協働のまちづくりが不可欠であり、その前提

として、三者による目標（市の将来像）と情報（現状

分析）の共有、そして、市民参画（計画策定への市

民参加）が必要と考えます。また、行政サービスの

担い手についても多様化していくことが効果的であ

ると考えております。

　新市が誕生して約４カ月、まだまだ合併時の

慌ただしさが残る中、細かい点での事務事業の

すり合わせなど調整すべき事案は残っており

ますが、昨年はフライトに例えると、離陸に

向けた滑走ということができます。そして、

いよいよ新年は離陸の年であり、「新古河市ま

ちづくり元年」と位置付けることができます。

　市政に対する皆さまの一層のご支援とご協力によ

りまして、地域の経営力を高め、未来に誇れる素晴

らしいまちづくり「風格と希望に満ちた“いきいき

古河”」を進めていきたいと考えております。

　迎えました新年が、皆さまにとりまして健康で幸

せに満ちた１年となりますことを心からお祈り申し

上げ、新年のごあいさつといたします。

古河市長　白戸　仲久
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古河グラフィック特集

古河提灯竿もみまつり
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　関東の奇祭として知られる「古

河提
ちょう

灯
ちん

竿
さお

もみまつり」。この祭り

が12月３日、古河駅東口の光映

会館前通りで盛大に開催されまし

た。この祭りは、それぞれ趣向を

凝らした提灯をつけた約20ｍの

竹竿を20人ほどで支え、互いの

提灯の火を消そうとして激しく

もみ合う、荒々しい祭りです。別

名「おかえり」とも呼ばれていま

す。

　真冬の寒さとなった当日、光映

会館前通りに作られた矢
や

来
らい

（木を

縦横に組んだ囲い）の中で提灯を

ぶつけあい、熱戦を繰り広げまし

た。以前は「こんやべーだ、こん

やべーだ」と叫びながらもみあっ

たとのこと。楽しんで羽目をはず

すのも今夜だけという意味の掛け

声で、その言葉のとおり参加者は

寒さも忘れて激しくもみあってい

ました。

　参加したのは、一般の部が自治

会や各種団体など11団体、子ど

もの部には子ども会など９団体。

また、特別出演として古河甚句保

存会、下野太鼓保存会、下山お囃

子保存会、創原太鼓保存会、紫音

太鼓保存会などが祭りに華を添え

ていました。

　この伝統の祭りを見ようと訪れ

た人の数は約８万人。遠方からの

観客も多かったようです。

　この祭りのルーツは、かつての古河藩領で古河

に隣接する栃木県野木町にある野木神社に伝えら

れる神事「七
しち

郷
ごう

めぐり」にあります。

　「七郷めぐり」は七つの地区（小山市）にある野

木神社の末社を、11月27日の「おいで」から１日

ずつ、神体の神
お

鉾
ほこ

を奉じた一行が訪ねる神事で

す。一行には、裸になった各地区の若者らが篠
しの

竹
だけ

に高
たか

張
はり

提
ぢょう

灯
ちん

をかざして供
ぐ

奉
ぶ

し、次の末社に向か

うとき、地区の境界で双方の若者たちが行列の進

退をめぐってもみ合いを演じます。12月３日の

深夜から４日にかけての「おかえり」には、七郷

めぐりを終えた一行の御帰社を待ち受けて、古河

に向かう日光街道には、竿に提灯を、腰には鈴を

つけた人々が裸で集まりました。そして、寒さを

しのぐために手に竿を取ってもみ合い、暖をとり

ました。これが「おかえり」と呼ばれるゆえんです。

　かつては12月３日に行われていましたが、現

在は12月の第１土曜日に行われています。

①矢来の中でもみ合う人たち。上から

　は提灯のろうがたくさん落ちてきま

　すが、そんなことはお構いなし

②横山町での御神燈祭を終え、会場に

　向かう一行

③子どもの部のもみ合い。激しくぶつ

　かり合い、提灯はボロボロに

④特別出演の創原太鼓保存会

①

③ ④

②

祭りの由来

関東の奇祭
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交通安全特集

　輝かしい2006年の新春を迎

え、市民の皆さんはそれぞれに新

しい誓いや希望を胸にしているこ

とでしょう。今年は（も）、皆さ

ん一人ひとりの誓いの中に「交通

安全」に努めることを加えてくだ

さい。

　そして今年は、市民全員で「交

通死亡事故０（ゼロ）の古河市」を

目指しましょう。

市内交通事故（人身事故）発生状況

発生件数 負傷者数 死者数

1,065 件 1,398 人 11 人

　上表は平成17年１月から11月

末日までの市内の交通事故（人身

事故）発生状況です。

　交通事故をわざと起こす人、交

通事故にわざと遭う人はとても数

が少ないはずです。誰
だれ

もが交通事

故の当事者になることを望んでは

いないでしょう。でも、交通事故

は突然起きてしまいます。被害者

となる人も加害者となる人も、そ

れぞれに大きな悲しみや苦しみを

背負い、また周りの人たちにも同

じような悲しみや苦しみを与えて

しまいます。そうならないために

も、市民一人ひとりが毎日、交通

安全を意識することが重要です。

○ドライバーの皆さんへ

・歩行者や自転車に十分目配りを

　しましょう。

・夕暮れ時は早めの点灯をしま

　しょう。

・法定速度を守りましょう。

○歩行者・自転車の皆さんへ

・無理な道路横断はやめましょう。

・常に「自動車が来るかも」とい

　う意識を持ちましょう。

・夕方から夜間にかけて、歩行者

　は反射材の着用、自転車はライ

　ト点灯を心がけましょう。

▲

▲

運転には細心の注意を。

夜は運転席からの視界が狭く

なります。昼間と同じ感覚で

の運転はとても危険です

なくそう、交通事故



大会宣言
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　11月19日、古河地区交通安全大会が生涯学習センター総和（と

ねミドリ館）で開催されました。この大会では、多年にわたり交通

安全のため尽力した交通安全功労団体（者）や永年無事故優良運転

者など、各分野で交通安全に寄与、功労のあった171人・40団体が

表彰されました。また、古河警察署交通課長が交通事故の現況につ

いて説明をしました。

　大会の最後には、人命尊重の理念に基づき、全員参加により悲惨

な交通事故を追放するため大会宣言を採択しました。

１．私たちは、「酒を飲んだら運転しない」「運転する人に酒を

　　すすめない」を合言葉に飲酒運転の根絶に努めます。

１．私たちは、子どもや高齢者を交通事故から守ります。

１．私たちは、学校・家庭・職場から交通事故を追放します。

１．私たちは、シートベルト・チャイルドシート・ヘルメット

　　を正しく着用し、安全運転に努めます。

１．私たちは、自らの命を自ら守るため交通ルールの遵守に努

　　めます。

１．私たちは、暴走行為や駐車違反などの迷惑行為を追放し、

　　よりよい交通環境の実現に努めます。

　市では、古河警察署、交通安全

協会、交通安全母の会などの交通

安全関係団体と協力して、さまざ

まな交通安全啓発活動を実施して

います。

　12月１日の早朝には、市内３

カ所（国道354号線鴻巣交差点、

十間道路今泉交差点、国道125号

線諸川交差点）で、年末の交通事

交通安全啓発活動
故防止キャンペーンを実施し、交

通安全思想の普及・浸透に努めま

した。

　また、交通安全指導員による高

齢者交通安全教室や幼児交通安全

教室を随時開催し、交通ルール遵

守の大切さなど交通安全意識の向

上の啓発を図っています。

▲交通事故追放を誓った大会

▲表彰を受けてさらに安全運転を

▲一人ひとりの意識が大切

▲高齢者交通安全教室

▲幼児たちにもわかりやすく

古河地区交通安全大会
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　12月３日、総和福祉センター「健康の駅」におい

て、「認知症攻略法」講演会が開催されました。講師

は六角僚子氏（痴呆ケア研究所代表理事・茨城キリス

ト教大学看護学部助教授）。市民132人が参加し、認

知症への理解を深めました。

「認知症攻略法」講演会

　認知症とはいったん正常に発達した知能が、日常

生活を営めない程度にまで持続的に衰退した状態の

総称です。65歳以上の人の14人に１人がなると言

われています。代表的な認知症は血管性認知症とア

ルツハイマー病があります。代表的な症状として、

物忘れがあります。認知症の人の物忘れには右表の

ように３つの大きな特徴があります。

　認知症は、早期発見が大切です。物忘れが代表的

な初期症状ですが、その他に物盗られ妄想や嫉
しっ

妬
と

妄

想なども兆候であると言われています。

　右のような変化が半年くらい続くようになったら

受診をおすすめします。

　そして、認知症と診断されたら、本人と家族でそ

の事実を受け入れましょう。家族としては、認知症

と診断されても人としての尊厳を保つことができる

ように、かかわりを持つことが重要です。本人が

言ったことを否定することが、最も悪化につながり

ます。

　認知症の予防は認知症を理解し、認知症になる

時期をできるだけ遅くすることです。

　認知症は社会的つながりを持っている人のほう

がなりにくいといわれています。そのため社会的

つながりを持つような活動を日常生活に取り入れ

ることが予防の第１歩となります。

　例えば料理教室・パソコン教室・園芸教室・ミニ

コミ誌作成・運動教室（ウォーキング・筋力トレー

ニング・太極拳）など、多くの人とかかわる活動

をすることが良いでしょう。

　ただし、参加者が面白いと思って参加できるプ

ログラムでないと長続きしません。また、参加者

が認知症予防活動であることを認識して参加する

ことが重要です。

一人で背負わないで認知症の介護を……

　「みんないるから、見ているから、地域があるから、認知症を一人で背負わ

ないで。誰もが、いつ認知症になるか分かりません。地域のみんなが自分自身

を大切に、きらきら生きることが大切です」……講演会より

・最近同じことを何回も言うし、聞いてくる。

・話が少し複雑になると理解できなくなる。

・同時に２つ言っても１つしか伝わらない。

・話の中味が何を言いたいのかわからない。

・身の回りに無頓着になってきた。

・自分から動こうとしなくなってきた。

・計画を立てることが不得意になってきた。

認知症始まりの時の変化

物忘れの

仕　方

認　知　症 健康な高齢者

体験した出来事を

すっぽり忘れる

体験した一部を忘

れる

病　識 自覚がない 自覚がある

経　過 進行する 進行しない

認知症と老化による物忘れの違い

▲認知症は決して他人事ではありません

健康三題特集

認知症とは

認知症の早期発見

認知症の予防
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三和健康まつり
　12月３日、三和健康ふれあいスポーツセンター

で「第17回三和健康まつり」が開催されました。

　早朝行われた「楽しく歩いて健康づくりの集い」

では、約200人の参加者が、ふるさとの森までの往

復コースを楽しく歩きました。また会場では、献血

や体力測定、健康相談などが行われました。

　そして、まつりの最後には歌手でイタリア家庭料

理研究家のロザンナさんによる「スローライフを考

える……現代社会を健康に生きるために……」と題

した講演会が開かれました。「ヒデとロザンナ」と

してたくさんのヒット曲を世に送り出したロザンナ

さん。妻・母・女性として奮闘した、まさに「愛の奇

跡」といえるこれまでの人生の話や、もっと食事に

手を掛けてほしいという話に、参加者は熱心に耳を

傾けていました。

健やかに育てるために「父親教室」

　12月４日、総和福祉センター「健康の駅」で「父

親教室」が開催され、もうすぐパパ・ママになる23

組の夫婦が参加しました。

　最初に「生命創造」のビデオを見て、その後、茨

城県臨床心理士協会所属の渡辺彰一氏の「子育て」

についてのお話がありました。「大人は完璧な手本

になる必要はないこと」「子どもの話に耳を傾ける

こと」など、自分の子育て体験を交えながらの話に

参加者は真剣に聞き入っていました。

　そして、最後に沐
もく

浴
よく

の練習。保健師の指導を受け

ながら、体重３㎏の赤ちゃんの人形を使って、一生

懸命に練習していました。

　参加者からは、「初めてのことなので完璧を求め

てしまいがちですが、お話を聞いて心にゆとりがで

きました」「重さ３㎏の赤ちゃんの人形がかなり重

く感じました。妻１人では大変な作業であることを

実感しました。早くわが子を沐浴させてあげたいと

思いました」などの声が聞かれました。

▲朝のウォーキング風景 ▲健康維持には、定期的なチェックが大切 ▲講演するロザンナさん

▲

初
め
て
の
沐
浴
体
験
。
な
か
な

か
、
む
ず
か
し
い
な

▲子どもと密接にかかわることが重要です。そのために

は、親として努力が必要です
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　瑞宝章は国家または公共に対し

功労のある人で公務等に長年にわ

たり従事し、成績をあげた人に授

与されます。市内では永井孝美さ

ん（諸川・防衛功労）、福留克己さ

ん（磯部・防衛功労）、吉田眞さん

（東山田・消防功労）が受章されま

した。

福留　克己さん

第５回危険業務従事者叙勲

瑞宝単光章

永井　孝美さん

吉田　眞さん

厚生労働大臣表彰

　第55回障害者自立更生等厚生

労働大臣表彰式において、古河視

覚障害者協会会長で茨城県視覚障

害者協会副会長の諏訪光英さん

（旭町一丁目）が厚生労働大臣表

彰を受けました。自らの障害を乗

り越え、多年にわたり障害者の福

祉事業に率先して尽力された功績

が極めて顕著であることが認めら

れたことによります。

諏訪　光英さん

全国大会で活躍

　10月15日、千葉ポー

トアリーナ（千葉市）で

行われた第40回全日本

居合道大会六段の部で、

関展秀さん（諸川）が第

二位になりました。

居合道

関　展秀さん

　11月12日、江戸川区

スポーツセンター（東京

都）で行われた第54回全

国青年大会卓球女子個人

の部で関口欽子さん（関

戸）が優勝しました。

卓球

関口　欽子さん

叙勲、各種表彰特集
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県文化芸術功労者

　11月23日、県文化芸術功労

者として、個人の部で総和町文

化協会会長の吉田正之さん（大

堤）が、また、団体の部で地域

文化振興のため活動をしている

古河吹奏楽団（大澤行雄団長）

が表彰されました。

▲老人ホームの文化祭で演奏する古河

吹奏楽団の皆さん

県大会で活躍

　11月20日、笠松運動公園(那

珂市)で行われた第32回学年別

少年サッカー大会高学年の部

で、古河サッカー少年団が優勝

しました。

古河サッカー少年団の皆さん

各種コンクール

○県知事賞　（団体・職場の部）

　光商工株式会社茨城工場

○県知事賞　（学校の部）

　古河第六小学校

○茨城新聞社長賞　（学校の部）

　八俣小学校

○県花き園芸協会長賞

　　　（フラワーロードの部）

　上大野老人クラブ

○県造園建設業協会長賞

　　　　　　　　（学校の部）

　総和南中学校

光商工株式会社茨城工場
サッカー

第33回花と緑の
　環境美化コンクール
　　　　　　　　　　 (茨城県）

古河第六小学校

心の輪を広げる体験作文　
　　　　　　　　　    (茨城県）

○最優秀賞　（小学生部門）

　坂口健太くん

　　　（古河第一小学校４年）

○特選　（小学校の部）

　下條聖佳さん

　　　（古河第二小学校３年）

○特選　（中学校の部）

　小針希実子さん

　　　（古河第二中学校２年）

愛鳥週間ポスター原画
コンクール      (茨城県）

○最優秀賞（小学校低学年部門）

　北島功裕くん

　　　（駒込小学校１年）

人権啓発ポスター
コンクール       (茨城県）

　広報古河12月号６ページ

秋の褒章・叙勲の中で、松浦

清吉様の叙勲を「旭日単光

章」とご紹介しましたが、正

しくは「瑞宝小授章」です。

謹んでお詫び申し上げ、訂正

させていただきます。

　広報古河12月号７ページ

茨城県表彰の中で、特別功労

賞・粕谷榮一様とご紹介した

写真が、間違っておりまし

た。謹んでお詫び申し上げ、

訂正させていただきます。

お詫びと訂正
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　11月27日、古河市公会堂で古

河地区吹奏楽集団を主体とした吹

奏楽の合同バンドによる「第25回

吹奏楽フェスティバル」が開催

されました。このフェスティバ

ルは、市民文化祭参加として毎年

行っているもので、今回も会場に

はたくさんの吹奏楽ファンが集ま

りました。

　第１部では「音楽祭のプレ

リュード（Ａ・リード作曲）」や

吹奏楽フェスティバル

　11月23日、「第６回渡良瀬の自然と環境を守る市

民大行進」が行われました。この催しは足尾鉱毒事

件で有名な田中正造翁の業績を顕彰し、自然環境を

守っていくことの必要性を多くの市民に呼びかける

ものです。参加した人は、鉱毒事件の当時にかかわ

りのあった人物に扮
ふん

し、古河駅西口から古河第一小

学校まで大行進。田中正造、石川啄木、内村鑑三、

幸徳秋水など、さまざまな仮装が見られました。こ

の行進には古河第一小学校、古河第二小学校の鼓笛

隊も参加。先頭で元気な演奏を披露しました。

　地球温暖化や環境保全が課題となっている現在、

市民が一致団結して環境を守ることが大切です。

渡良瀬の自然と環境を守ろう 秋空に響いた火縄銃の音

　古河歴史博物館で９月から11月にかけて開催さ

れた、新古河市誕生記念「新・古河風土記」展。その

企画の一環として、最終日の11月23日に博物館濠
ほり

まわりで火縄銃演武が実施されました。

　演武者は川越藩火縄銃鉄砲隊獅子の会の皆さん。

勇壮な鎧
よろい

姿で濠まわりに並びました。銃を構え、指

揮者の「放て」の合図で発射。一斉に撃ったり、順

番に撃ったりして、さまざまな撃ち方を披露してい

ました。

　集まった観客は、火縄銃の大きな音を聞きなが

ら、砲術が盛んだった古河藩の時代をしのんでいた

様子でした。▲総勢 400 人の大行進

「呪文と踊り（Ｊ・Ｂチャンス作

曲）」などを演奏し、会場は大き

な拍手に包まれました。そして、

第２部では演奏者が看護師やチア

リーダーなどの扮装をして登場。

歌謡曲メドレーの「ど演歌えきす

ぷれす」や「時代劇絵巻」などによ

る明るく楽しいステージを繰り広

げました。

　またアンコールでは、「ミス・

サイゴン」を演奏し、聴衆の感動

を誘っていました。

▲

愉
快
な
演
出
に
ス
テ
ー
ジ

と
客
席
が
一
体
と
な
り
ま
し
た

▲午前と午後の計２回行われました

H O T N E W S
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記念モニュメントは
風力発電装置

　11月20日に総和地区、12月11

日に古河地区でそれぞれ市民総ぐ

るみ清掃が実施されました。

　「きれいな街、きれいな通り」

は市民共通の願い。早朝から行政

区や自治会ごとに一致協力して清

掃に取り組んでいました。

総ぐるみ清掃
（古河地区&総和地区）

　12月８日、古河第一中学校

で、全校総合「生き方を学ぶ」講

演会が、生徒や保護者約900人を

集めて開催されました。

　講師は同校OBで俳優の渡辺徹

さん（文学座所属）。中学・高校時

代の思い出や生きる上においての

自らの信念など、かわいい後輩た

ちへ、真剣にそして楽しくお話し

されていました。「どんな仕事で

も１人でできるものはない」「一

元ラグビー日本代表
選手が直接指導
　12月13日、文部科学省と㈶日

本体育協会が行うスポーツ選手ふ

れあい指導事業が八俣小学校で開

かれ、６年生の児童93人が元ラ

グビー日本代表で「炎のタックル

マン」と呼ばれた石塚武生さんか

らラグビーの基本を学びました。

　有名選手から直接教えてもらえ

るという夢のような体験に、子ど

もたちは大喜び。パスやタック

ル、狭いスペースを突破する走り

方などを教えてもらい、グラウン

ドを元気いっぱい走り回って、ラ

グビーを楽みました。

　11月26日、中央小学校創立20

周年記念祭が開催され、記念モ

ニュメントとして「ハイブリッド

型風力発電装置」が設置されまし

た。高さ約７mで、先端部分に４

枚の羽根車、中央部分に太陽電池

パネル。風速２m以上で発電を開

始し、学校へ電気を供給します。

　同校PTAが「子どもたちへの環

境教育に役立てば」との思いで発

案したものです。今後、このモ

ニュメントを通して、児童たちは

地球の持つエネルギーにいっそう

の関心を持つことでしょう。

生懸命がんばれば、必ず助けてく

れる人が現れる」「夢を持ち続け

ることが大切なこと」などトップ

スターの説得力のあるお話は、後

輩たちの心にいつまでも残ること

でしょう。また、質問コーナーで

は後輩たちと直接のやり取りも。

「好きな言葉は何ですか？」の質

問に「ありがとうと言う言葉が大

好きです」と笑顔いっぱいに答え

ていました。

▲

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も
ピ
カ
ピ
カ
に

（
総
和
地
区
）

我が後輩たちへ

▲楕円形のラグビーボール。どこに転

がるか分かりません

▲

た
だ
い
ま
！　

先
輩
お
帰
り
な
さ
い
！

▲

落
ち
葉
も
き
れ
い
に
、
四
季
の

路
（
古
河
地
区
）

▲

地
球
に
優
し
い
発
電
装
置
、
理
科
教
育
に

も
役
立
ち
ま
す

H O T N E W S
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－弓道を始めたきっかけは

 わりと遅かったんですよ。本格

的に始めたのは昭和47年、三和

中央公民館で指導を受けました。

的は巻きわらでしたね。

 その後もっと本格的にやりたい

と思い、下館市（現在の筑西市）

にできたばかりの弓道場に通い始

めました。

 根が凝り性なもんで昭和52年

に五段を取るまでは、年間200日

以上通い続けましたね。主に夜間

でしたが。

－弓道の魅力は

 弓道は、弓で矢を射て、的に的

中させる競技。でも、ただ的中さ

せるだけの競技ではない。弓道の

最高目標は「真・善・美」の具現にあ

るといわれています。

 「真」とは偽りのない真実を求

める、「善」とは礼や平常心と

いった、いわば倫理性の追求か

な。そして「美」は、「真なるも

の」「善なるもの」は美しいという

ことで、それを具体的に表現して

いるのが弓道。それが人を引き付

けるんじゃないかな。

 もちろん最初は、的に当たる楽

しさというのもありますけど。

 写真をご覧ください。これは

およそ200年前に刊行され、大人

気を博した小説の初版本です。

文化11年（1814年）から天保13

年（1842年）までの28年間、21

回にわたり刊行され、全九輯
しゅう

九十八巻百六冊、原本を積み上げ

ると大人の背丈ほどにもなる一

大長篇。その名は『南総里見八犬

伝』（以下、『八犬伝』と略す）。

 曲亭馬琴が著した『八犬伝』と

いえば、「仁・義・礼・智・忠・信・

孝・悌」の八つの霊玉を有する八

人の若武者が活躍する、近世戯
げ

作
さく

文学の傑作としてその名はあまり

にも有名です。現代でも岩波書店

ほか多くの出版社から刊行されて

おり、また、歌舞伎やテレビの

人形劇、映画などの題材として

も取り上げられているので、ご存

じの方も多いと思います。そうい

えば、今年の正月ドラマでも放送

されたので、御覧になった方もい

らっしゃるのでは？

 ところで『八犬伝』は戦国時代

初期、争乱絶え間ない関八州（関

東地方）を舞台に、安房（千葉県

南部）の領主・里見家に仕える八

犬士の活躍を描いた英雄譚
たん

です

が、作中には古河公方・足利成氏

をはじめ「古河（作中表記は許
こ

我
が

）」の文字が随所に登場します。

 とりわけ犬塚信
し

乃
の

・犬飼現八の

両犬士が、古河城芳流閣の楼上で

戦う場面は、口調のよさと比喩の

巧みさが際だつ、『八犬伝』を代

表する名文と言われ、前半の大き

なヤマ場の一つとして知られてい

ます。原文をちょっと引用してみ

ましょう。

 ちょうど今年は戌年。読初めに

犬にちなんだ古典の大作を手に

取ってみてはいかがでしょうか。

なお、写真の『八犬伝』初版本は

文学館の常設展示でご覧いただけ

ます。

（古河文学館 秋澤正之）

 相手は28ｍ先の動かぬ的と、自分の心という弓道。その弓道の称

号で最高位の「範士」として、全国的に活躍する関根村夫さんにお話

を伺いました。

『南総里見八犬伝』 

曲亭馬琴 著

関根 村夫さん

（諸川・78歳）
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◇一般書

・ひょうたん

宇江佐 真理　著

　天の神さんは、あたしたちを試

したのかもしれない……。のんき

な亭主と勝気な女房。二人が営む

小道具屋を舞台に情緒豊かに描か

れる、江戸に息づく厚い人情と心

意気。表題作ほか５編を収録。

『小説宝石』掲載を単行本化。

出版社　光文社

分類　F（913.6）ウ

・なつかしく謎めいて

アーシュラ・K.ル＝グウィン　著

谷垣 暁美　訳

　翼人間、不死の人、眠らない子

ども……。次元間移動で訪れた不

思議な場所で出会った不思議な人

たち。まったく違っているようで

まくらがとは…万葉集にある古河にかかる枕詞

－現在の活動は

　全日本弓道連盟審査委員、中央

講師、競技会審判などで年間約

30日は県外へ、そのほか県内の

各種行事、地域弓道の指導など

で、合わせて年100日くらいは出

かけます。当然ながら自分自身の

修練も必要なので、なかなか気が

抜けないです。

－これからの抱負を聞かせてくだ

さい

　弓道は生涯を通してできるし、

精神面での鍛錬に最適で、物事に

動じない、いわゆる「不動心」を

養えます。そして、ほかの武道と

同様に礼を重んじます。そういう

意味ではぜひ若いうちから始めて

もらいたいですね。

　少子化の影響もあってか、弓道

人口はあまり増えていないんです

よ。そのためにも地域のたくさん

の人が弓道に親しめるよう、何と

か市内に弓道場が欲しいですね。

　まもなく、「国際弓道連盟」が

発足する予定です。日本古来の武

道としての弓道を継続し、世界中

に普及振興させていきたいです。

－ますますのご活躍を期待いたし

ます。本日は貴重なお話をありが

とうございました。

似ている人々は、謎めいているけ

れど、どこか懐かしい……。深い

思索とユーモアに満ちた新ガリ

バー旅行記。

出版社　河出書房新社

分類　933　ル

◇児童書

・ファーガス・クレインと空飛ぶ

鉄の馬

ポール・スチュワート　作

クリス・リデル　絵

　それは「空飛ぶ箱」から始まっ

た。ファーガスは、学校船ベ

ティ・ジーン号のみんなを守れる

のか？　空飛ぶ馬の背に乗って、

きみょうな冒険に出発だ！　「崖

の国物語」のスチュワート&リデ

ルが贈る楽しい冒険物語。［ス

マーティーズ賞］

出版社　ポプラ社

分類　93

　弓道は「求道」という関根さん。穏やかな話しぶり

と姿勢の良さが印象的でした。「実は、弓を最初に手

にしたのは、温泉旅行へ行ったときの弓の的当て。あ

の時は当たらなくてくやしかったな」というエピソー

ドも、そっと聞かせてくれました。

・おもちぶとん

わたなべ ゆういち　作

　ぶたのお城では、お正月のした

くでおおいそがし。おもちが大好

きなぶたの殿さまの命令で、家来

たちはがんばって大きなおもちを

つくことにしました。そして、ふ

とんのようなおもちができました

……。夢がふくらむゆかいな絵

本。

出版社　あかね書房

分類記号　E

（古河図書館）

図書館

おすすめの図書

▲「真・善・美」の一致こそ弓

道の醍醐味
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　昔、集落の中にあった３本の老杉から名づ

けられたという三杉町自治会。580世帯が加

入し、さまざまな活動を行っています。

　特に力を入れているのが美化運動。具体的

には有価物の回収と、毎月行っている清掃運

動です。有価物の回収は、年６回実施。ト

ラック７～８台で役員など

30人ほどが自治会全域を

回ります。会長の八木稔さ

んにお話を伺うと「有価物

の回収は、最初はスポーツ

大会の資金を作るために始

めました。そのため、この

活動は体育部が中心となっ

て行っています。回収で得

た収入はさまざまな行事の経費に充てていま

す。県から褒賞を受けたこともありますよ」

とのこと。「清掃運動に力を入れているのは、

ごみのポイ捨てや粗大ごみの不法投棄を防ぐ

ためです。きれいな場所にはごみは捨てられ

ませんから」と話してくれました。

　また、自治会内の人々の親睦を深めること

も重要な活動の一つ。春に、たこ公園で開催

する護
ご

美
み

祭りがそれです。内容は、昼間が子

どもの部で、パン食い競争

やなわとびなどのゲーム、

夜が大人の部でカラオケや

抽選会など。1,000食分の

豚汁と焼きそばも作りま

す。これは災害時に大量の

食料を用意する防災訓練も

　　　　　　　　兼ねているとのことです。

　　　　　　　　　八木会長は「大切なのは

人の輪です。人間が手をつなぎ、輪を作るこ

とで地域が平和になると思います」と話して

いました。

　東山田には、広い敷地内に多くの鉄塔が林

立していて、一種独特な雰囲気を感じさせる

場所があります。八
や

俣
また

送信所と呼ばれ、全世

界に向けてラジオ放送（NHKラジオ日本）を

送信している施設です。以前はもう一カ所名

崎送信所と呼称された施設がありましたが、

こちらの方は昭和49年に廃所となってしま

いました。

　名崎送信所は、日本初の国際電話と海外放

送施設として昭和９年に開設されました。そ

の目的は「政府の用に供すること」でしたか

ら、国策として建設されたことがわかります

が、それは科学技術の進歩などにともなう当

時の国際情勢に応じたものでした。一方、八

俣送信所は海外放送専用局として、昭和16

年に開局しました。こちらも名崎と同様国策

としての建設なのですが、なにぶん戦時色の

濃いものだったようです。

　名崎と八俣という近接地域に似たような施

設が建設されたのは、その大きな要因の一つ

として方位・距離など送信上の立地条件の良

さがあったようです。こうして建設された両

送信所は、戦中・戦後の混乱期を乗り越えて

存続してきました。特に八俣送信所は日本で

唯一の国際放送の送信所として現在でも操業

を続けており、通信業務の歩みを今日に伝え

る貴重な近代化遺産といえるでしょう。

みんなが手をつないで平和なまちに　　　　　三杉町自治会

名崎と八俣の送信所

コミュニティ通信

古河の文化財

▲鉄塔が林立する八俣送信所

▲ごみの分別も啓発している護美祭り
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　三和公民館の「油絵講座」から発展して２

年前に発足した「アトリエ金蓉」。講師の

岸田喜代子先生、石塚よし先生の指導によ

り、毎月２回第２・４金曜日に三和公民館の

大ホールで活動しています。会員は現在16

人。40代から70代の幅広い年代の人たちで

構成されています。

　油絵は、水彩画よりもたくさんの道具を

使って描きます。筆やペインティングナイフ

で描いたり、布や指でぼかしたり、その技法

はさまざま。「何度も重ねて描くことで、深

い色彩や重厚感を表現できるところがおもし

ろいですね」と会員の皆さんは油絵の魅力を

話していました。

　「アトリエ金蓉」は茨城県ふるさと美術展

や高齢者はつらつ美術展の展覧会に出展した

り、古河市民文化祭（三和会場）や下総美術

展のイベントに出展したりしています。今年

度は、第19回茨城県ふるさと美術展で全員

の作品が入選したので、バスを借りてみんな

で水戸の県民文化センターへ鑑賞に行ったと

いうことです。 

　また、昨年12月には、三和支所の多目的

ホールに「アトリエ金蓉」の作品36点が展示

されました。色鮮やかで個性豊かな作品は、

訪れた人たちの目を楽しませてくれました。

　四季折々の表情を見せるネーブルパーク。

今回はネーブルパークの冬の楽しみ方を紹介

します。

　最初に紹介するのは工

芸館。その名の通り工芸

を楽しんでいただく施

設で、木工室と陶芸室が

あります。陶芸室には２

つのコースがあり、気軽

に楽しみたいなら素焼き

に絵付けをする「素焼き

コース」、じっくり作品

を作りたいなら粘土から

作り上げる「本焼きコー

ス」と、自分にあわせたスタイルで陶芸を体

験することができます。世界に一つだけの作

品づくりを工芸館でチャレンジしてみてはい

かがですか。

　次に紹介するのはポニー牧場。牧場には現

在４頭のポニーがいて、来園者に乗馬を楽し

んでいただいています。スタッフが引く馬に

乗る「引き馬」や、乗馬

を基礎から学ぶ「体験乗

馬」など、いろいろな形

で馬とのふれあいをも

てる牧場です。ネーブ

ルパークに来園の際に

はぜひポニー牧場にも

お立ち寄りください。

　いよいよ冬本番。冬

のネーブルパークにも

　　　　　　　　　こんな楽しみ方がありま

す。きりりとした澄んだ空気の中で、どうぞ

新しい発見をしてみてください。 

【問】ネーブルパーク☎92－7300

重ねた色から生まれる深い色彩が魅力　　　　アトリエ金
きん

蓉
よう

冬も楽しいネーブルパーク

パークライフ

趣味ゆうゆう

▲ポニーさん、やさしく私を運んでね

▲描き始める前はにぎやかですが、筆を持つと真剣
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　昭和50年、20歳で結婚するまで古河市に住んでいました。そして、こ

こ桑名市には、夫の仕事の関係で昭和57年から住み始めました。現在、

介護の仕事をしていますが、人生経験豊かなお年寄りとの交流は、仕事で

あるという事を忘れてしまうぐらい楽しく、今の私は“仕事大好き人間”

になっています。

　桑名市で有名なものといえば、九
きゅう

華
か

公園と石取祭でしょうか。桑名城跡

の九華公園は、四季をとおして市民の憩いの場になっていて、特に桜の季

節にはライトアップもあり、大勢の人でにぎわいます。

　「日本一やかましい」といわれる石取祭は、毎年８月の第一土曜日と日

曜日に、かねや太鼓を打ち鳴らしながら、町内ごとに作られた豪華な祭車

で町内を練り歩くという本当にやかましいお祭り。かねや太鼓のリズムは

五つ拍子、七つ拍子などで非常に難しく、私にはまねできないのですが、

生粋の桑名っ子はみんな打つことができるそうです。

　古河市の思い出といえば何といっても古河吹奏楽団。中学校で始めたク

ラリネットを続けたかったため、古河二高進学と同時に古河吹奏楽団に入

団しました（当時、古河二高に吹奏楽部がなかったんです）。長野県や福

島県での合宿や、夜遅くまで練習をして食べたコロッケパンの味など、懐

かしく思い出されます。そして定期演奏会を行った公会堂は、たくさんの

音楽や友と触れ合った、私にとって大切な場所の一つです。

　一昨年、30年ぶりに古河吹奏楽団の定期演奏会を聴きに行くことがで

きました。当時の仲間が何人も出演していて感激するとともに、私の青春

の1ページが確かにここにあると感じました。でも、会場は公会堂ではな

く野木町のエニスホール……。古河市も合併して大きくなったので、みん

なが集えて楽しめ、私のようにたくさんの思い出

がつくれるような立派なコンサートホールがある

といいなと心から思っています。

▲古河市公会堂。昭和35年の開館以来、さま

ざまな文化活動の拠点として市民に愛されて

……

三重県在住

　吉田（旧姓：秋谷）敏子さん



人口と世帯

編集室から
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総人口　146,927人　（-31）

　男　　 73,669人　

　女　　 73,258人　

世帯数　 51,515世帯（+13）

（ ）内は前月比

（11月末日現在　住民基本台帳から）

　年末年始は、お酒を飲む機会が

多くなる季節。皆さん、飲みすぎ

ていませんか？

　お酒は「百薬の長」といわれる

ように、適量であればストレス解

消やリラックス効果をもたらし

ますが、飲み過ぎると肥満やアル

コール性肝炎、肝硬変などを招き

ます。

　肝臓が余裕をもってアルコール

を解毒できる日本人の平均的な

アルコールの量は、200キロカロ

リー。これをお酒に換算すると、

ビール中瓶１本か日本酒一合程度

になります。肝臓は意外に弱いも

のですね。皆さん無理をさせてい

ませんか?

　㈳アルコール健康医学協会が作

成した「適正飲酒10か条」をご紹

介します。お酒は上手に飲み、健

康な毎日を過ごしましょう。

適正飲酒10か条

１　笑いながら共に、楽しく飲も

　　う 

２　自分のペースでゆっくりと 

３　食べながら飲む習慣を 

４　自分の適量にとどめよう 

５　週に二日は「休肝日」を 

６　人に酒の無理強いをしない 

７　薬と一緒には飲まない 

８　強いアルコール飲料は薄めて  

９　遅くても夜12時で切り上げ

　　よう

10　肝臓などの定期検査を

（健康推進課）

　新年明けましておめでと

うございます。新「古河市」

が誕生して４カ月、「広報古

河」も平成18年１月号を発行

することができました。ひと

えに市民の皆さんのご協力の

賜物と厚く御礼申し上げま

す。合併の慌ただしさの中、

まだまだ未熟で不十分な「広

報古河」ではございますが、

市民の皆さんのご指導により

育てていっていただければ幸

いと存じます。

　本年もよろしくお願いいた

します。

編集室一同健康情報局健康情報局健康情報局

　中学からソフトテニスを始め、

高校ではインターハイにも出場し

ました。卒業後も実業団に入って

続けていたので、青春時代はまさ

に「テニス一色」でしたね。結婚・

出産・子育てで少し休みましたけ

ど、子育て終了後は復帰し、いろ

いろな大会に出させてもらってい

ます。最近では平成16年の「さい

たま国体」にも茨城県代表で出場

しました。

　ソフトテニスをやって

いて一番良かったと思うこ

とは、たくさんの仲間がで

きたこと。とにかく友達は

増えましたね。ソフトテニ

スって硬式テニスに比べる

と、地味で見た目もつまら

ないかもしれませんけど、

ラケットもボールも軽いか

ら、小さい子からお年寄りまで、わ

りと簡単にできますよ。生涯スポー

ツとしては最高じゃないですか？

　私もソフトテニスはずっと続け

たい。そして、どんどん普及させ

ていきたいと思っています。今

度、市で、近所の三和農村環境改

善センターにすばらしいオムニ

コート（砂入り人口芝コート）を

造ってもらえるんですよね。とて

も楽しみにしています。

　皆さん、そこで私と一緒にプ

レーしませんか？

上手なお酒の飲み方

ソフトテニスに夢中！

白畑 薫さん（東山田）



博物館 ニュース
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　わが家のわんぱく

３人兄弟です。智也

はおしゃべり、雅也

は口数は少ないので

すが、いたずらの毎

日で大小のコブやス

リ傷などけがの連続

で、諸川のおじいちゃんおばあちゃん、松並のひい

おばあちゃんたちをハラハラさせています。今年は

淳也も１歳になり、お兄ちゃんたちのケンカに仲間

入り。今よりもっとにぎやかになると思います。

　わが家のかわいい３人のやんちゃ坊主たちは、パ

パとママの大事な宝物。そして４人のジイジとバア

バの宝物です。これから先いろんなことがあると思

いますが、まずは病気をしない、けがをしない、そ

して素直な心優しい男の子に育ってほしい。大人に

なってからも、兄弟仲良く助け合ってほしいと願っ

ています。

（父：正吉さん・母：陽子さん）

材料（５人分）

米２合、だし用昆布適量、小松菜１束、にんじん

１/２本、油小さじ２、A（しょうゆ大さじ１、塩

少々、酒大さじ１）、卵１個、油小さじ１

作り方

①米を同量の水で、昆布と一緒に炊く。

②小松菜はゆでてから１㎝くらいにざく切りし、に

　んじんは細かく千切りにし、下ゆでしておく。

③油をひいたフライパンで小松菜とにんじんを軽く

　炒
いた

め、Aで味付けをする。

④炊き上がったご飯に③を混ぜ合わせる。

⑤卵を割りほぐして、油をひいたフライパンでいり

　卵にし、ご飯の上にふりかける。

（食生活改善推進会）
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今月の料理

小松菜の混ぜご飯

エネルギー＝261kcal

たんぱく質＝5.7g

塩　　　分＝1.0g
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兄弟仲良く助け合ってね

石川智也くん（４歳）・雅也くん（２歳）・淳也くん（３カ月）　関戸


